
 

問 い 合 わ せ 先 

重症熱中症における腸管障害と I-FABPに関する研究のお知らせ 

大阪府立中河内救命救急センターでは以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間：  2024年 12月 5日 ～ 2027年 3月 31日 

〔研究課題〕 重症熱中症における腸管障害とI-FABPに関する研究 

 

〔研究意義〕 〔研究目的〕 日本では近年、地球温暖化に伴い気温上昇が続き、夏には連日熱中症アラートなどによ

る注意喚起が行われています。重症熱中症における腸管障害や I-FABP（腸型脂肪酸結合蛋白）との関連を検討し、

重症熱中症の重症度や後遺症との関連を明らかにすることを目的とします。 

〔対象・研究方法〕 大阪府立中河内救命救急センターに搬送された患者で、重症熱中症と診断された患者さんが対

象となります。 

〔倫理的配慮・個人情報の取り扱い〕  今回の研究は観察研究であり、通常診療を行っている中でのデータを研究

使用するため、患者に追加でかかる負担はありません。また個人情報の保護のため、登録については無記名であり、

個人を識別できる情報（氏名、住所、生年月日、電話番号等）は入力されないので、対象者個人の不利益になること

はありません。倫理委員会などの承認を受けた解析担当者のみが登録された情報を利用できます。本研究におけ

る情報管理責任者は松井 佑起です。 

対象となる患者さんで、ご自身の検査結果などの研究への使用をご承諾いただけない場合や、研究についてより詳

しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

研究責任者：所長代行 岸本 正文  情報管理責任者：医長 松井 佑起 

住所：大阪府東大阪市西岩田 3-4-13  TEL：06-6785-6166，FAX：06-6785-6165 


